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３Dプリンタは一部の産業界では既に定着化しているが、
それ以外の分野では殆ど普及していない。演者は科学や

医療など他の分野での３Dプリンタの普及を目指して活動し
ている。食品を扱う３Dプリンタもその中に含まれていたが、
近年介護食メーカーと協同して、新しい介護食の開発を３D
プリンタを用いて行うことになった。

講演ではこの一連の流れと、最近の食品３Dプリンタの
現状について発表します。

令和 4年 3月 8日（火）17:00～18:00
オンラインZoom開催


